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P２〜３ こんなことが決まりました

P４ 議案賛否表

P８〜15 そこが聞きたい（一般質問）

議会ホームページ

令和４年
第２回臨時会（３月）
第２回定例会（６月）

 ギラファノコギリクワガタ 

 フォルスターフタマタクワガタ 

 タランドゥスツヤクワガタ 

 ニジイロクワガタ 

 ヘラクレスオオカブト 
上峰町で飼育されている昆虫たち
（関連記事１６ページ）



議
案
審
議

こんな
ことが 決まりました

令和４年　第２回臨時会
　　　　　第２回定例会で

第２回臨時会　２議案　可決
第２回定例会　６議案　可決

　令和４年第２回臨時会は３月３１日に開催され、２議案を原案どおり可決しました。
　令和４年第２回定例会は６月１０日から６月１７日までの８日間で開催され、６議案を原案どおり可
決しました。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
１
人
１

台
端
末
配
備
で
、
今
回
１１５
台
購
入
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が
全
て
の
小
・
中
学
生
に

行
き
渡
る
。

動
産
の
買
い
入
れ

全
員

賛
成

　
中
間
所
得
層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額
６３
万
円
か
ら
６５

万
円
に
改
正
す
る
。

　
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
地
区
計
画

等
の
案
の
作
成
手
続
を
定
め
る
。

上
峰
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

上
峰
町
地
区
計
画
等
の

案
の
作
成
手
続
に
関
す

る
条
例

全
員

賛
成

全
員

賛
成

令和４年度 （第１号）一般会計補正予算

３,49０万７千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

鎮西山城跡発掘業務委託料 3,440万7千円3,440万7千円
佐賀県史跡への指定を視野に入れた城址公園として整備するため、全容、全貌の
解明の詳細な調査
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議
案
審
議

令和４年度 （第２号）一般会計補正予算

6億１,952万5千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

つばきまちづくりプロジェクトＣＧＦ

住民税非課税世帯等臨時特別給付金

地域密着型サービス等整備助成事業補助金

子育て世帯生活支援特別給付金

5億4,212万5千円5億4,212万5千円

1,500万円1,500万円

3,360万円3,360万円

490万円490万円

中心市街地活性化事業のプロジェクト目的に寄附されたものを貸し付ける

対象世帯に１０万円を給付
・令和４年度に新たに住民税均等割が非課税の世帯
・�令和４年１月以降に新型コロナウイルスの影響により住民税均等割が非課税世
帯と同等まで収入が減額となった家計急変世帯
・令和３年度給付の対象で未申請の世帯

高齢者の認知症対応型グループホーム整備へ県からの補助

令和４年度の住民税均等割が非課税の子育て世帯の児童１人に対し５万円を給付

上
峰
町
選
挙
管
理
委
員 

及
び

補
充
員
が
決
定
し
ま
し
た
！

氏
名

　
原は

ら

　
　
福ふ

く

次じ

地
区　
鳥
越

氏
名

　
後ご

藤と
う

　
道み

ち

夫お

地
区　
九
丁
分

氏
名

　
小お

野の

　
照て

る

次じ

地
区　
下
坊
所

氏
名

　
平ひ

ら

尾お

　
晴は

る

久ひ
さ

地
区　
寺
家
一

選
挙
管
理
委
員

補
充
員

選
挙
管
理
委
員

氏
名

　
松ま

つ

尾お

　
憲の

り

道み
ち

地
区　
屋
形
原

氏
名

　
大お

お

石い
し

　
尚ひ

さ

男お

地
区　
寺
家
一

委
員
長

氏
名

　
𠮷よ

し

原は
ら

　
邦く

に

弘ひ
ろ

地
区　
中
村

委
員
長
職
務
代
理
者

氏
名

　
田た

中な
か

　
芳よ

し

雄お

地
区　
上
坊
所
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議
案
審
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議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

原
田　

希

寺
﨑
太
彦

吉
富　

隆

大
川
隆
城

田
中
静
雄

中
山
五
雄

第２回臨時会

2０ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第１2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

2１ 令和４年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第２回定例会

22 専決処分の承認を求めることについて（上峰町税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

2３ 専決処分の承認を求めることについて（上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

24 上峰町地区計画等の案の作成手続に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

25 令和４年度上峰町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

26 動産の買い入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

2７ 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

− 選挙管理委員及び同補充員の選挙 当選 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

− 教職員定数の改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和４年　第２回臨時会・第２回定例会　議案

〈賛　否　表〉
○は賛成　×は反対
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議
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審
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　202１年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に３５人に引き下げることになった。今後は、
小学校に留まることなく、中学校・高等学校での早期実施も必要である。加えて、きめ細かい教育
活動を進めるためには、さらなる学級編制標準の引き下げや教職員の定数改善が必要である。
　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちの豊かな
学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっている。
また、新型コロナウイルス感染症対策に伴い新たな業務も発生している。豊かな学びや学校の働き
方改革を実現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠である。
　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間
の教育格差が生じることは大きな問題である。義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三
位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられた。国の施策として定数改
善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられる
ことが憲法上の要請である。豊かな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠である。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画
的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請する。

記

１.�中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また、豊かな学びや学校の働き方改
革を実現するため、さらなる少人数学級の推進や加配教員の増員等、教職員の定数改善を推進
すること。

２.�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担
制度の国負担割合を２分の１に引き上げること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和４年６月１７日
� 　佐賀県上峰町議会

国に対し 意見書を提出
教職員定数の改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 全

員
賛
成
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予

算

一 般 会 計

令和４年度　　正予算補

６億5,443万２千円増額して、総額１29億3,847万円１千円となる。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと寄附金基金繰入金

� 5億4,2１１万３千円

◎地域医療介護総合確保基金事業補助金

� 4,１１5万１千円

◎財政調整基金繰入金� ３,49０万７千円

◎�住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事

業費補助金� １,5００万円

◎デジタル基盤改革支援補助金

� 848万5千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎つばきまちづくりプロジェクトCGF

� 5億4,2１2万5千円

◎鎮西山城跡発掘業務委託料� ３,44０万７千円

◎地域密着型サービス等整備助成事業補助金

� ３,３6０万円

◎住民税非課税世帯等臨時特別給付金

� １,5００万円

◎�行政手続きのオンライン化に伴うシステム改

修業務委託料� 848万6千円

歳入
129億

3,847万1千円

歳出
129億

3,847万1千円

町税
13億283万4千円
10.1%

地方交付税
10億5,000万円
8.1%

国庫支出金
9億164万7千円
7.0%

県支出金
4億5,819万2千円
3.5%

繰入金
43億2,855万9千円
33.5%

町債
1億8,830万円
1.5%

寄附金
40億10万9千円
30.9%

その他
7億883万円
5.4%

総務費
83億4,457万3千円
64.5%

民生費
15億9,653万6千円
12.3%

農林水産業費
4億9,108万5千円
3.8%

教育費
5億6,667万9千円
4.4%

公債費
3億4,029万4千円
2.6%
その他
2億1,927万6千円
1.7%

消防費
2億55万3千円
1.6%

衛生費
7億3,912万5千円
5.7%

土木費
4億4,035万円
3.4%

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

本会期までの累計

６



議
案
審
議

納税証明書�全議員提出

会議録検索システムを開設しました

http://www.town.
kamimine.saga.dbsr.jp/

index.php/

　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には「議員は、上峰町から賦課されている税の滞納のな
い証明書を毎年５月３１日までに議長に提出しなければならない。」と規定しています。
　この規定に基づき、全議員から税の滞納のない証明書が提出されました。

　
６
月
2７
日
、
議
会
議
員
全
議
員
と
大
字
江
迎
地
区
区

長
会
と
有
権
者
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

◇
「
議
題
と
し
て
」

　
１
．�大
字
江
迎
内
幹
線
水
路
に
関
す
る
具
体
的
な
維

持
管
理
対
策
に
つ
い
て

　
２
．�大
字
江
迎
地
区
の
水
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
大
字
江
迎
地
区
区
長
会
の
碇
久
生
代
表
の
開
会
挨
拶

の
後
、
町
議
会
中
山
五
雄
議
長
の
挨
拶
、
議
事
進
行
に

よ
り
、
ま
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
自
己

紹
介
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
議
題
に

沿
い
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら

意
見
が
発
表
さ

れ
、
有
意
義
か

つ
地
区
の
問
題

等
に
つ
い
て
も

意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　令和４年５月2７日より、ネット上で簡単に
会議録の検索・閲覧ができるよう会議録検索
システムを開設しました。
　キーワードを入力することで検索できる
「かんたん検索」のほか、議員名や会議名、
期間などを選択することで検索できる「くわ
しく検索」などの便利な機能を備えています。
　ご利用の方は、上峰町ホームページ内の会
議録ページ上部にある「会議録トップページ」
もしくは下記URLまたは二次元コードよりア
クセスしてください。

大
字
江
迎
地
区
有
権
者
と
の

�

意
見
交
換
会
を
開
催
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

吉田　豊 議員

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

問
先
の
議
会
で
み
や
き

町
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
海
抜
表
示
の
質
問

に
対
し
調
査
す
る
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
を
！！

答
危
機
管
理
対
策
監　

当
該
標
識
は
、
海
抜

表
示
シ
ー
ト
設
置
事
業

と
し
て
１0
年
前
に
国
土

交
通
省
が
設
置
し
た
も

の
。
こ
の
前
年
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
津
波
被
害

軽
減
対
策
の
一
つ
と
し

て
道
路
利
用
者
へ
の
海

抜
情
報
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
。「
海
抜
」
の

名
称
に
つ
い
て
上
峰
町

防
災
マ
ッ
プ
と
の
関
連

性
は
な
く
、
防
災
マ
ッ
プ

に
「
標
高
」
表
示
を
す

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

問
井
柳
川
の
橋
の
と
こ

ろ
に
標
高
と
い
う
表

示
が
さ
れ
た
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
東

部
土
木
事
業
所
が
設
置

さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
同
じ
県
庁
内
で

も
省
庁
の
指
導
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
い
づ
れ
の
表
示
で

も
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
町
が

設
置
し
た
避
難
所
の
標

高
の
後
に
（　

）
書
き

で
海
抜
と
い
う
文
言
を

書
い
て
は
ど
う
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

大
雨
に
よ
る
洪
水
の

浸
水
を
想
定
し
て
い
る

の
で
、
私
は
標
高
の
ま

ま
で
良
く
、
わ
ざ
わ
ざ

海
抜
表
示
を
表
記
す
る

必
要
は
な
い
と
思
う
。

海
抜
表
示
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
設
置

問
第
三
者
委
員
会
を
設

置
し
て
明
ら
か
に
す

る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
。

答
町
長　

学
歴
証
明

書
、
学
位
記
を
報
道

の
方
々
に
お
示
し
し
て

も
、
そ
れ
が
毎
度
毎
度

選
挙
の
た
び
に
問
題
に

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
か
ら
、
そ
の
点
を

含
め
て
し
っ
か
り
と
検

討
を
し
て
い
く
こ
と
を

問
家
畜
の
濃
厚
飼
料
で

あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
子
実
が
輸
入
で
き
な

く
な
る
昨
今
の
社
会
情

勢
が
続
く
な
か
、
ま
た

農
作
物
の
肥
料
の
主
成

分
で
あ
る
リ
ン
鉱
石
、
カ

リ
鉱
石
も
輸
入
で
き
な

申
し
上
げ
て
い
た
。
さ

ら
に
質
問
の
中
で
職
員

全
体
に
ま
で
し
っ
か
り

そ
の
調
査
対
象
を
広
げ

る
べ
き
だ
と
い
う
や
り

取
り
も
あ
っ
た
。
経
歴

や
学
歴
が
問
題
と
さ
れ

る
事
案
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
弁
護
士

の
調
査
へ
の
参
加
を
依

頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

調
査
の
精
度
や
信
憑
性

を
高
め
る
こ
と
で
適
法

く
な
る
危
険
が
出
て
来

た
。
町
内
に
お
け
る
肥
育

農
家
へ
働
き
か
け
、
補
助

金
を
出
し
て
で
も
、
転
作

に
よ
る
子
実
コ
ー
ン
の
作

付
に
尽
力
す
べ
き
で
は
。

答
産
業
課
長　
各
肥
育

農
家
で
配
合
し
飼
料

不
適
法
の
判
断
能
力
や

事
実
関
係
の
調
査
能
力

の
あ
る
弁
護
士
が
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信

頼
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

適
切
な
方
法
と
し
て

は
、
弁
護
士
会
に
推
せ

ん
願
い
を
出
し
、
そ
の

推
せ
ん
さ
れ
た
弁
護
士

に
よ
っ
て
構
成
す
る
調

査
委
員
会
を
つ
く
る
べ

き
と
い
う
教
示
を
受
け

て
い
る
。

要望
早
急
に
お
願
い
す
る
。

を
作
っ
て
与
え
て
い
る

訳
で
も
な
い
の
で
、
上

峰
産
の
コ
ー
ン
を
使
っ

た
配
合
飼
料
の
整
合
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
だ
。

問
で
き
る
か
ど
う
か
の

試
験
を
や
る
べ
き
と

言
っ
て
い
る
が
。

答
産
業
課
長　
農
研
機

構
に
よ
る
栽
培
の
試

験
も
近
隣
で
行
な
わ
れ
て

い
る
。

学
歴
詐
称
の
調
査
は

弁
護
士
で
構
成
さ
れ
た
調
査
委
員
会
で
実
施

耕
畜
連
携
で
農
業
の
確
立
を

時
期
尚
早
と
考
え
る

8



一
般
質
問

一
般
質
問

大川　隆城 議員

済
の
共
済
金
が
５
月
末

に
支
払
わ
れ
た
。
上
峰

町
で
は
総
額
２
，０
５
０

万
円
。
ほ
か
に
米
、
畑

作
物
収
入
減
少
緩
和
交

付
金
が
６
月
中
に
支
払

わ
れ
る
。

要望
昨
年
の
水
害
被
害
は

排
水
機
場
ポ
ン
プ
の

故
障
等
で
こ
れ
ま
で
に

な
い
被
害
が
出
た
。
そ

の
支
援
に
共
済
金
や
各

補
助
事
業
に
沿
っ
て
の

も
の
を
支
出
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

農
業
に
対
し
て
の
意
欲

減
退
に
な
ら
な
い
よ
う

に
町
独
自
の
支
援
策
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。

被
災
農
家
に
寄
り
添
う

姿
勢
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
。

問
勘
太
郎
川
の
浚
渫
を

是
非
し
て
ほ
し
い
。

野
間
口
橋
か
ら
新
野
間

口
橋
間
、
ま
た
そ
の
下

流
が
特
に
泥
土
が
溜
っ

て
お
り
道
路
の
か
さ
上

げ
後
も
冠
水
し
て
い
る

原
因
だ
と
思
う
。
勘
太

郎
川
沿
い
が
一
番
低
く

水
が
集
ま
っ
て
く
る
。

「
い
つ
ま
で
水
害
で
の
苦

し
い
思
い
を
せ
ん
と
い

か
ん
の
か
」、
と
地
元
の

人
は
言
わ
れ
る
。
県
は

緊
急
浚
渫
債
を
利
用
し

て
令
和
６
年
ま
で
計
画

的
な
浚
渫
を
行
な
う
と

の
方
針
で
あ
り
是
非
浚

渫
を
。

答
建
設
課
長　
泥
土
が

溜
ま
り
雑
草
木
が
繁

茂
し
て
お
り
、
土
木
事

務
所
に
現
地
確
認
を
依

頼
し
要
望
書
を
提
出
し

て
浚
渫
へ
努
力
し
た
い
。

要望
来
年
度
実
現
に
む
け

て
努
力
を
お
願
い
し

た
い
。

問
切
通
川
井
手
口
地
区

低
温
倉
庫
東
側
の
右

岸
堤
防
が
越
水
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
に
も
補
強

工
事
を
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
外
に
穴
が
で
き
て

い
る
。
そ
の
補
強
改
修

を
急
ぐ
必
要
あ
り
。
ま

た
下
流
の
み
や
き
町
石

橋
地
区
に
あ
る
沈
み
橋

の
要
否
を
協
議
検
討
し

て
ほ
し
い
。
大
雨
時
、

ご
み
や
木
の
枝
等
が
沈

み
橋
に
つ
か
え
、
右
岸

の
下
津
毛
地
区
に
越
水

し
て
く
る
。

わ
ら
ず
河
川
改
修
後
に

越
水
等
起
き
な
い
よ
う

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

切
通
川
河
川
改
修
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
中
津
隈

橋
よ
り
上
流
の
護
岸
整

備
を
引
き
続
き
行
な
っ

て
い
き
、
県
道
北
茂
安

三
田
川
線
の
仮
橋
撤
去

に
合
わ
せ
て
中
津
隈
橋

下
流
の
未
整
備
区
間
の

完
了
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

問
昨
年
８
月
水
害
の
農

産
物
被
害
へ
の
支
援

は
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
農
産
物

被
害
支
援
は
園
芸
作

物
に
対
し
薬
剤
、
肥
料

へ
の
助
成
を
令
和
３
年

度
に
実
施
。
大
豆
に
被

害
が
遭
っ
た
圃
場
に
次

期
作
の
支
援
を
実
施
。

大
豆
被
害
に
は
農
業
共

答
建
設
課
長　
切
通
川

右
岸
堤
防
越
水
地
域

は
令
和
元
年
被
災
し
張

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
復

旧
工
事
を
実
施
、
そ
の

下
流
３
か
所
の
越
水
箇

所
も
改
修
工
事
を
実
施
。

水
防
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に

土
木
事
務
所
か
ら
も
参

加
さ
れ
て
お
り
情
報
共

有
は
で
き
て
い
る
。
河

川
維
持
の
中
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
の
返
事
を

も
ら
っ
て
い
る
。
沈
み

橋
の
要
否
は
河
川
改
修

の
進
捗
に
合
わ
せ
地
元

と
協
議
を
進
め
て
い
く
、

と
聞
く
。
当
町
と
し
て

は
計
画
の
要
否
に
か
か

問
昨
年
８
月
大
雨
時
停

止
し
た
排
水
機
場
ポ

ン
プ
の
更
新
は
ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
江
見
上

流
排
水
機
場
の
機
器

更
新
事
業
を
今
さ
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
〜

令
和
５
年
度
間
に
３
台

の
ポ
ン
プ
エ
ン
ジ
ン
の

更
新
、
操
作
盤
類
の
更

新
、
ポ
ン
プ
の
分
解
整

備
を
完
了
す
る
。
江
見

排
水
機
場
ポ
ン
プ
も
修

理
が
完
了
と
の
こ
と
。

切
通
川
の
越
水
対
策
は

河
川
改
修
後
に
強
く
要
望
し
て
い
く

ポ
ン
プ
更
新
を
急
げ

更
新
実
施
中

ほ
か
に

○�

小
学
校
校
舎
の
増
改
築
更
新
に
つ
い
て
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一
般
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
３

回
目
の
接
種
状
況

は
、６５
歳
以
上
８８・
６
％
、

６0
歳
か
ら
６４
歳
８2
・

０
％
、
５0
歳
か
ら
５９
歳

７2
・
０
％
、
４0
歳
か
ら

４９
歳
５８
・
７
％
、
３0
歳

か
ら
３９
歳
５0
・
２
％
、

20
歳
か
ら
2９
歳
４７
・

１
％
、
１５
歳
か
ら
１９
歳

３３
．・
１
％
、
１2
歳
か
ら

１４
歳
１６
・
６
％
。
４
回

目
接
種
は
、
６
月
２
日
か

ら
対
象
者
に
接
種
券
を

順
次
発
送
し
て
い
る
。

対
象
者
に
接
種
券
を
発
送

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

寺﨑　太彦 議員

問
食
の
安
全
等
々
の
観

点
か
ら
国
産
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
が
大
変
注
目
さ

れ
て
い
る
中
、
安
全
・

安
心
な
給
食
と
し
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

導
入
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
現

在
、
給
食
に
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
の
導
入
は

し
て
い
な
い
が
、
有
機

で
の
食
材
提
供
は
子
ど

も
た
ち
の
健
康
面
、
食

の
安
全
面
か
ら
も
願
う

と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、

コ
ス
ト
面
や
食
材
提
供

ル
ー
ト
等
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

複
数
あ
る
。
ま
た
教
職

員
を
は
じ
め
、
保
護
者

の
考
え
を
お
諮
り
し
た

い
段
階
で
あ
る
と
い
う

の
が
現
状
だ
。

問
給
食
は
子
ど
も
の
健

康
的
な
体
を
つ
く
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
、

そ
の
一
方
で
、
残
留
農

薬
問
題
や
遺
伝
子
組
換

え
食
品
、
添
加
物
等
々
、

そ
う
い
っ
た
食
材
が
体

調
不
良
の
原
因
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

少
し
ず
つ
で
も
で
き
る

点
か
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

食
材
を
提
供
で
き
な
い

の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
食

の
安
全
を
求
め
て
子

ど
も
た
ち
の
環
境
、
体
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
は

課
題
が
複
数
あ
る

問
御
当
地
ナ
ン
バ
ー

や
、
御
当
地
マ
ン

ホ
ー
ル
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
情
報
発
信
の

観
点
か
ら
上
峰
町
も
御

当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は
。

答
税
務
課
長　
御
当
地

ナ
ン
バ
ー
は
、
原
則

的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
内
容
、

プ
レ
ー
ト
の
大
き
さ
と

か
、
文
字
の
大
き
さ
、
太

さ
、
材
質
等
が
基
準
ど
お

り
で
あ
れ
ば
、
現
行
の
交

付
方
法
で
交
付
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
上
峰
町
の
御
当
地
ナ

ン
バ
ー
の
導
入
の
予
定
は

な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

問
御
当
地
ナ
ン
バ
ー
は

全
国
で
約
５00
種
類
、

全
国
１
，７
１
８
市
町
村

の
う
ち
約
４
割
が
御
当

地
ナ
ン
バ
ー
を
作
っ
て
い

る
。ま
た
、上
峰
町
で
は
、

鎮
西
為
朝
の
ア
ニ
メ
を

作
っ
て
お
り
、
為
朝
の
図

柄
を
入
れ
て
作
れ
ば
か

な
り
の
評
判
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。上
峰
町
は
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

を
さ
れ
て
お
り
、御
当
地

ナ
ン
バ
ー
は
走
る
広
告

塔
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、

町
の
情
報
発
信
と
し
て

も
重
要
で
は
な
い
か
。

答
税
務
課
長　
町
内
に

は
、
い
ろ
ん
な
モ

チ
ー
フ
や
地
域
振
興
の

素
材
が
幾
つ
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
関
係
各

課
と
協
議
等
し
て
、
導
入

す
る
方
向
性
が
町
と
し
て

決
ま
れ
ば
、
ぜ
ひ
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

御
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は

導
入
の
予
定
は
な
い

SS
源 為朝源 為朝

上峰町上峰町

イメージ図

ほ
か
に

〇�

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

集団接種会場の様子
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一
般
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問
養
鰻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
私
は
大
賛

成
だ
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

答
産
業
課
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

も
広
報
が
行
な
わ
れ
る

と
考
え
る
が
、
現
在
、

養
鰻
施
設
の
建
設
工
事

を
行
な
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
事
業
計
画

書
に
よ
り
、
商
品
開
発
、

改
良
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
販
促
に
関
す
る
取

り
組
み
が
行
な
わ
れ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
自
然
豊
か
な
鎮
西
山

か
ら
湧
き
出
る
湧
水

で
稚
魚
か
ら
育
て
、
加

工
ま
で
一
貫
し
て
行
な

う
上
峰
町
産
ウ
ナ
ギ
養

鰻
場
を
鎮
西
山
の
東
側
、

「
大
幸
園
」
の
近
く
で
計

画
し
て
い
る
と
の
話
を

聞
い
て
い
た
が
、「
吉

野
ヶ
里
温
泉
」
の
敷
地

内
に
建
設
中
と
の
こ
と

で
、
清
ら
か
な
水
、
湧

水
を
使
っ
て
育
て
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
っ
て
い
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
残
念
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。場
所
は
違
っ

て
も
立
派
に
成
功
す
れ

ば
私
は
良
し
と
思
っ
て

い
る
が
、
ど
う
し
て
「
吉

野
ヶ
里
温
泉
」
敷
地
内

に
変
わ
っ
た
の
か
。

答
産
業
課
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検

討
、
計
画
さ
れ
て
、
実

施
さ
れ
て
い
る
。「
吉

野
ヶ
里
温
泉
」
の
敷
地

内
に
建
設
さ
れ
て
い
る

の
は
、
養
鰻
場
の
建
設

が
取
り
か
か
り
や
す

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
来
年
２

０
２
３
年
に
は
安
定
し

た
生
産
活
動
、
２
０
２

４
年
に
は
ブ
ラ
ン
ド
力

の
強
化
と
利
用
規
模
や

販
売
、
販
路
の
拡
大
を

し
て
い
く
と
い
う
計
画

と
思
う
が
、町
民
の
方
々

に
も
、
何
ら
か
の
機
会

を
得
て
知
ら
せ
て
も
ら

い
た
い
が
。

答
産
業
課
長　
ブ
ラ
ン

ド
化
と
い
う
ふ
う
な

と
こ
ろ
は
皆
様
に
周
知

し
て
の
事
業
な
の
で
、町

民
の
皆
様
に
も
的
確
に

合
同
会
社
か
ら
発
信
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

ほ
か
に

○�

鎮
西
山
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

田中　静雄 議員

の
で
、
全
体
的
な
状
況

に
よ
り
研
究
し
た
い
。

問
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

は
通
常
入
口
か
ら
直

接
見
え
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

公
園
の
ト
イ
レ
は
外
か

ら
見
え
る
状
態
で
あ
る
。

よ
ほ
ど
の
緊
急
を
要
し

な
い
限
り
使
用
し
な
い

と
思
う
。
洋
式
に
す
る

に
は
場
所
的
に
狭
く
問

題
が
あ
る
よ
う
だ
が
ド

ア
の
位
置
を
変
更
し
、

是
非
進
め
て
ほ
し
い
。

答
創
生
室
長　
現
在
の

建
屋
ス
ペ
ー
ス
で
収

ま
れ
ば
良
い
が
、
建
屋
ご

と
建
て
替
え
が
必
要
に
な

る
可
能
性
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
与
条
件

の
整
理
も
含
め
公
園
全
体

を
総
覧
す
る
際
に
気
が

け
て
い
き
た
い
。

問
公
共
設
備
の
ト
イ
レ

洋
式
化
の
工
事
に
つ

い
て
は
、
上
峰
町
は
か

な
り
進
ん
で
い
る
と
思

う
が
坊
所
児
童
公
園
の

ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　

本
年

度
、
公
園
改
修
設
計

業
務
委
託
を
予
算
化
し

て
い
る
。
基
本
設
計
、

測
量
、
遊
具
の
拡
充
等

の
計
画
を
予
定
し
て
お

り
、
改
修
業
務
で
動
線

や
配
置
な
ど
を
検
討
す

る
中
で
公
園
敷
地
内
を

総
覧
す
る
こ
と
に
な
る

坊
所
児
童
公
園
の
ト
イ
レ
洋

式
化
は

改
修
設
計
業
務
委
託
を
予
算
化

養鰻場建設の進捗
状況は
建設工事中
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一
般
質
問

解体が進む旧イオン跡地

問
多
く
の
町
民
の
思
い

を
受
け
て
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
な
の
で
、
皆

様
が
望
む
機
能
が
し
っ

か
り
備
わ
り
、
費
用
を

な
る
べ
く
か
け
な
い
形

を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。答

町
長　
※
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ

と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
、
聞
き
と
り
を
20
団

体
行
な
い
、
機
能
に
つ

い
て
議
論
し
、
そ
れ
を

実
施
で
き
る
事
業
主
体

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

選
び
な
が
ら
進
め
て
い

る
の
で
、
町
民
が
求
め

る
も
の
の
活
動
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

唯
一
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
比
率

の
高
い
も
の
か
ら
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
要
請
を
議
場
で

も
行
な
っ
て
き
た
の
で
、

特
に
武
道
館
に
つ
い
て

は
そ
の
活
動
主
体
で
あ

る
方
々
に
最
終
的
に
設

計
上
お
見
せ
し
な
が
ら
、

ど
う
す
る
か
選
択
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
を
過
去
の
議
会
で
申

し
上
げ
て
き
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
町
民
の

お
声
を
集
め
て
つ
く
っ

て
い
く
こ
の
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ

の
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

が
、
で
き
る
だ
け
町
民

の
税
金
を
使
わ
な
い
よ

う
に
、ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
と
言
わ
れ
る

寄
付
金
、
あ
る
い
は
※
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
※
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
等
を
活
用
し
な
が

ら
資
金
調
達
に
お
い
て

も
意
識
を
し
て
、
で
き

る
だ
け
税
金
を
使
わ
ず

に
済
む
や
り
方
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
行
な
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
私

ど
も
の
目
標
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
点
は

貫
徹
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

原田　希 議員

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
現
在
の

進
捗
状
況
と
し
て

は
、
合
同
会
社
に
お
い

て
、
事
業
予
定
地
の
大

ま
か
な
レ
イ
ア
ウ
ト
構

成
上
に
、
規
模
感
、
機

能
構
成
を
仮
プ
ロ
ッ
ト

し
た
上
で
、
関
係
機
関

や
官
公
署
等
の
協
議
に

よ
り
法
令
確
認
や
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
る
旨

伺
っ
て
い
る
。
作
業
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
そ
の
傍
ら
で
設

計
作
業
、
開
発
行
為
準

備
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

関
係
機
関
等
の
助
言
を

踏
ま
え
調
整
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
伺
っ
て

い
る
。

問
こ
の
事
業
は
、
町
内

各
種
団
体
の
皆
様
、

様
々
な
町
民
よ
り
、
い

ろ
ん
な
要
望
を
聞
く
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
っ

た
。
当
然
、
備
わ
る
機

能
は
多
く
の
皆
様
が
望

む
も
の
、
逆
に
言
う
と

皆
様
が
望
ま
な
い
も
の

は
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
そ
う
い
う
理

解
で
よ
い
か
。

答
創
生
室
長　
お
見
込

み
の
と
お
り
。

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

順
調
に
進
ん
で
い
る

ほ
か
に

〇�

小
・
中
学
校
に
お
け

る
コ
ロ
ナ
禍
の
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て

〇�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２

４
国
ス
ポ
・
全
障

ス
ポ
の
町
内
の
準

備
状
況
は

〇�

大
雨
冠
水
対
策
と

し
て
、
側
溝
の
改
修

や
整
備
の
必
要
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

※�

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
と
は

　
自
治
体
が
公
有
地
を
現
物
出

資
、
民
間
事
業
者
が
土
地
価
格

に
相
当
す
る
資
金
を
出
資
し
、

公
共
施
設
と
民
間
収
益
施
設
を

複
合
的
に
整
備
す
る
公
民
連
携

の
手
法
。

※�

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
は

　
財
務
的
リ
タ
ー
ン
と
並
行
し

て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
測
定
可
能

な
社
会
的
お
よ
び
環
境
的
イ
ン

パ
ク
ト
を
同
時
に
生
み
出
す
こ

と
を
意
図
す
る
投
資
。

※�

E
S
G
投
資
と
は

　
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

（
環
境
）、
S
o
c
i
a
l（
社

会
）、G
o
v
e
r
n
a
n
c
e

（
ガ
バ
ナ
ン
ス
＝
企
業
統
治
）

の
３
つ
の
観
点
か
ら
企
業
の
将

来
性
や
持
続
性
な
ど
を
分
析
・

評
価
し
た
上
で
、
投
資
先
（
企

業
等
）
を
選
別
す
る
投
資
。
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一
般
質
問

問
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利

用
者
が
月
２
，０
０

０
円
の
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
が
町
に
申
請
し
指

定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
現
在
、
指
定
を

受
け
て
い
る
ジ
ム
は
ど

こ
な
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
坊

所
地
区
内
の
ジ
ム
を

１
か
所
指
定
し
て
い
る
。

問
町
内
に
は
女
性
専
用

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
が
あ
る
が
、
こ
の

ク
ラ
ブ
は
事
業
の
対
象

と
な
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
当

該
ク
ラ
ブ
が
申
請
す

れ
ば
、
町
が
指
定
を
す

る
の
は
可
能
で
あ
る
。

問
通
学
路
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、
安
全
対

策
を
実
施
し
た
後
の
検

証
や
評
価
は
し
て
い
る

の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
今

ま
で
は
し
て
い
な

い
。
安
全
対
策
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
検
証
は

し
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

問
町
道
坊
所
南
北
線
は

現
在
、
歩
道
設
置
や

小
学
校
正
門
の
改
修
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
町

道
北
側
に
位
置
す
る
交

差
点
の
工
事
の
時
期
は
。

進
を
考
え
る
な
ら
ば
、

こ
の
事
業
で
助
成
を
受

け
ら
れ
な
い
人
に
対
し
、

別
の
事
業
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

問
こ
の
事
業
は
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
等
が
事
業
を

行
な
う
意
思
を
示
し
、

町
の
指
定
を
受
け
な
け

れ
ば
利
用
者
は
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
事

業
で
掲
げ
て
あ
る
「
町

民
の
健
康
保
持
と
福
祉

の
増
進
」
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
指
定
を

受
け
て
い
な
い
ジ
ム
等

の
利
用
者
に
も
、
別
の

事
業
や
方
法
で
助
成
を

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　
事

業
が
効
果
的
、
効
率

的
に
実
施
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
外

部
委
託
の
選
択
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
国
も
進

め
て
い
る
。

問
健
康
維
持
の
方
法
と

し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、ヨ
ガ
教
室
や
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
通
っ
た
り
す

る
な
ど
皆
そ
れ
ぞ
れ
自

分
に
合
っ
た
や
り
方
を

さ
れ
て
い
る
。
町
民
の

健
康
維
持
と
福
祉
の
増

答
建
設
課
長　
暫
定
的

な
工
事
発
注
を
し
て

お
り
、
秋
ま
で
に
は
あ

る
程
度
の
形
が
見
え
る

と
思
っ
て
い
る
。

問
そ
の
工
事
で
通
学
時

の
危
険
性
の
低
減
が

図
ら
れ
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
道
路
拡

幅
や
区
画
線
の
設
置

に
よ
り
、
危
険
性
の
低

減
に
な
る
と
考
え
る
。

答
健
康
福
祉
課
長　
現

在
行
な
っ
て
い
る
事

業
も
進
め
な
が
ら
、
新

規
事
業
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
の
検
証
は

検
証
し
て
い
く

原　直弘 議員

ほ
か
に

〇�

中
心
市
街
地(

イ
オ
ン
跡
地)

の
再
開
発
に
つ
い
て

が
20
％
以
上
減
っ
た
人

は
、
１９
人
中
２
人
だ
っ

た
の
が
、
１９
人
中
１0
人

に
な
っ
て
お
り
医
療
費

の
減
額
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利

用
者
に
対
し
、月
２
，

０
０
０
円
の
助
成
を
さ

れ
て
い
る
が
利
用
者
の

内
訳
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
６５

歳
以
上
が
３３
名
、
６５

歳
未
満
が
１0５
名
、
国
保

加
入
者
が
４１
名
の
計
１７９

名
で
あ
る
。

問
健
康
増
進
の
推
進
と

し
て
様
々
な
事
業
を

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

検
証
や
評
価
は
あ
る
の

か
。答

健
康
福
祉
課
長　
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用

者
に
利
用
料
の
助
成
を

す
る
事
業
に
つ
い
て
検

証
を
し
て
い
る
。
特
定

検
診
の
対
象
者
で
医
療

費
が
20
％
以
上
増
え
た

人
は
、
平
成
2９
年
度
と

３0
年
度
の
比
較
で
は
１９

人
中
１１
人
だ
っ
た
の
が
、

令
和
元
年
度
で
は
１９
人

中
５
人
と
減
っ
て
い
る
。

ま
た
、
反
対
に
医
療
費

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
の
利
用

助
成
の
拡
充
は

新
規
事
業
も
含
め
検
討
す
る

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称１3



一
般
質
問

問
例
年
発
生
し
て
い
る

大
雨
被
害
に
対
し
、

本
年
、
町
で
予
定
し
て

い
る
支
援
の
内
容
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

本
年
、
要
綱
を
制
定

し
、
災
害
弔
慰
金
法
や

生
活
再
建
者
支
援
法
を

適
用
す
る
に
至
ら
な
い

災
害
に
遭
わ
れ
た
人
に

対
し
て
も
、
見
舞
金
、

弔
慰
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
対
象
と

な
る
災
害
は
、
洪
水
、

地
震
、
暴
風
雨
等
の
自

然
災
害
や
火
災
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
、

居
住
す
る
住
宅
や
身
体

に
被
害
を
受
け
ら
れ
た

場
合
、
最
大
１0
万
円
の

見
舞
金
、
弔
慰
金
を
支

給
す
る
こ
と
で
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
人
や
遺
族

の
人
を
援
護
し
、
生
活

再
建
の
支
援
を
行
な
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
消
毒

剤
の
配
布
や
災
害
ご
み

へ
の
支
援
保
険
料
や
税

金
の
減
免
、
町
営
住
宅

の
提
供
や
各
種
相
談
窓

口
の
設
置
等
の
支
援
を

幅
広
く
行
な
う
こ
と
で
、

被
災
さ
れ
た
住
民
の
生

活
の
安
定
と
被
災
地
区

の
速
や
か
な
復
旧
・
復

興
に
資
す
る
よ
う
被
災

者
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
意
図
と
し
て
は
、
質

問
を
通
じ
て
支
援
の

内
容
を
情
報
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、

本
件
に
関
す
る
広
報
に

つ
い
て
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

被
災
者
支
援
制
度
の

周
知
は
、
例
え
ば
こ
の

見
舞
金
に
関
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
町
民

だ
よ
り
の
５
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

６
月
の
区
長
会
の
中
で
、

各
区
長
に
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

答
健
康
福
祉
課
長　
実

績
に
つ
い
て
令
和
３

年
度
よ
り
執
行
し
て
お

り
、
該
当
さ
れ
る
人
に

つ
い
て
は
個
別
に
健
康

福
祉
課
よ
り
通
知
を
し
、

「
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
よ
う
な
連

絡
を
し
て
い
る
。

問
去
年
は
ふ
る
さ
と
納

税
型
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
災
害
支
援
を
実
施
さ

れ
て
い
た
と
記
憶
し
て

い
る
が
本
年
の
予
定
は
。

答
創
生
室
長　
そ
う
い

う
状
況
に
な
ら
な
い

こ
と
が
一
番
望
ま
し
い

と
は
思
っ
て
い
る
が
、

万
が
一
そ
う
い
う
状
況

に
な
れ
ば
対
応
し
て
い

き
た
い
。

要望
佐
賀
県
で
は
４
年
連

続
し
て
※
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
て
お

り
、
今
年
も
発
生
し
得

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
引
き
続
き
広

報
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
知
人
の
農
家
の
人
と

現
状
を
話
す
機
会
が

あ
り
、
豪
雨
に
伴
う
被

害
は
勿
論
、
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
戦
闘

に
伴
う
資
材
や
肥
料
、

燃
料
の
高
騰
、
加
え
て
、

ウ
ン
カ
に
よ
る
被
害
な

ど
、
改
め
て
農
業
経
営

の
課
題
を
伺
っ
た
。
そ

こ
で
、
今
一
番
何
が
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
肥
料
代

と
の
回
答
だ
っ
た
が
こ

ち
ら
に
つ
い
て
の
支
援

の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
町
で
も

状
況
を
つ
か
ん
で
お

り
、
関
係
各
所
か
ら
ど

う
い
っ
た
内
容
で
あ
る

か
情
報
を
収
集
し
て
い

る
。
支
援
が
必
要
か
の

判
断
を
町
で
行
な
い
、

支
援
策
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
、
必
要
な
と

き
に
必
要
な
と
こ
ろ
で

対
策
を
講
じ
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

要望
農
家
の
方
々
の
現
状

を
今
一
度
理
解
い
た

だ
き
、
是
非
と
も
前
向

き
に
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

農
業
経
営
支
援
の
考
え
は

必
要
な
と
き
に
必
要
な
支
援
を
検
討

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

鈴木　千春 議員

住
民
生
活
の
安
定
と
速
や
か
な
復
旧

被
害
に
対
す
る
支
援
は

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

※�
大
雨
特
別
警
報
と
は

　
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り

数
十
年
に
一
度
の
降
雨
量
と

な
る
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
発
表
す
る
。

≪
例
≫�

大
雨
特
別
警
報
（
土

砂
災
害
）
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一
般
質
問

大川　徹也 議員

問
大
型
自
動
車
の
通
行

禁
止
区
域
は
町
内
に

何
か
所
あ
る
か
。

答
総
務
課
副
課
長　
下

津
毛
南
交
差
点
か
ら

西
へ
入
り
、
終
点
は
三

上
地
区
変
則
五
差
路
の

下
津
毛
三
田
川
線
を
含

む
３
か
所
で
あ
る
。

問
変
則
五
差
路
で
は
大

型
車
の
事
故
で
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
隣
接

す
る
家
屋
の
塀
、
門
柱

等
の
損
壊
も
あ
っ
て
い

る
。
家
主
は
加
害
者
が

特
定
で
き
ず
、
修
繕
費

用
を
自
前
で
持
つ
こ
と

も
あ
っ
た
。
町
は
こ
れ
ら

の
事
例
を
ご
存
じ
か
。

問
大
字
堤
地
区
の
農
地

維
持
管
理
組
織
の
問

題
で
、
国
、
県
へ
の
返

還
金
約
１
，６
０
０
万
円

を
町
が
立
替
え
た
が
、

前
回
の
議
会
で
町
は
同

問
題
の
告
発
の
不
受
理

と
い
う
結
果
を
得
、
同

団
体
に
は
返
還
金
を
求

め
な
い
と
明
ら
か
に
し

た
が
、
町
の
会
計
上
は

ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な

る
の
か
。

答
産
業
課
長　
「
過
年

度
分
補
助
金
返
還

金
」
と
な
る
。

問
こ
の
立
替
金
の
原
資

は
。

答
産
業
課
長　
一
般
財

源
で
あ
る
。

問
一
般
財
源
は
町
の
運

営
の
た
め
に
使
う
も

の
で
、
こ
の
約
１
，６
０

０
万
円
は
町
に
と
っ
て

損
失
で
あ
る
。
町
は
こ

の
事
件
の
一
連
を
議
会

答
総
務
課
副
課
長　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破

損
は
承
知
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
事
例
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

問
事
故
予
防
に
対
す
る

町
の
見
解
は
。

答
総
務
課
副
課
長　
鳥

栖
警
察
署
と
協
議

し
、
こ
の
先
に
大
型
車
の

通
行
禁
止
区
域
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
事
前
に

表
示
で
き
る
よ
う
な
協

議
を
し
て
い
く
。

や
町
民
に
対
し
、
納
得

の
い
く
説
明
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
産
業
課
長　

多
面

的
、
総
合
的
に
、
ま

た
弁
護
士
を
交
え
て
必

要
な
議
論
を
経
た
結
果

で
あ
り
、
返
還
金
の
予

算
に
つ
い
て
も
議
会
の

承
認
を
受
け
て
い
る
。

一
般
質
問
で
も
説
明
し

て
い
る
。

問
説
明
等
を
行
な
う
考

え
は
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
議
場
で

説
明
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

警
察
署
と
協
議
す
る

狭
い
道
路
で
の
大
型
車
の
通
行
は

一
般
財
源
か
ら

町
が
立
替
え
た
約
１
，６
０
０
万
円
は

変則五差路

問
町
内
で
は
状
態
の
悪

い
道
路
や
歩
道
が
散

見
さ
れ
る
。
高
齢
者
、

押
し
車
を
押
す
高
齢
者
、

幼
児
、
妊
婦
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
す
人
等
が
危

険
で
あ
る
。
町
の
早
急

な
対
応
や
対
策
を
求
め

る
が
、
町
の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
道
路
維

持
関
係
の
舗
装
で

は
、
舗
装
路
面
等
の
状

況
を
基
に
住
民
か
ら
の

要
望
を
重
視
し
、
危
険

度
や
採
択
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
都

度
、
緊
急
度
の
高
い
路

線
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

問
担
当
課
の
迅
速
な
対

応
も
知
っ
て
い
る

が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、

住
民
の
苦
情
が
町
に
訴

え
ら
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
道
路
も
あ
る
。

実
際
、
車
両
が
通
る
と

き
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

破
片
が
飛
ん
で
塀
が
傷

つ
け
ら
れ
、
早
急
な
対

応
を
求
め
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
町
の

見
解
は
。

答
建
設
課
長　
町
道
樫

寺
線
と
認
識
し
て
い

る
が
、
側
溝
整
備
の
後
、

舗
装
工
事
の
計
画
が
あ

る
。問

い
つ
頃
か
。

答
建
設
課
長　
令
和
６

年
度
以
降
に
一
部
舗

装
工
事
も
着
手
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

問
そ
の
間
、
正
式
舗
装

で
な
く
と
も
、
簡
易

補
修
は
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
現
場
を

確
認
し
、
早
急
に
簡

易
補
修
に
取
り
組
む
。

簡
易
補
修
に
取
り
組
む

状
態
が
悪
い
道
路
・
歩
道
の
補
修
を
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猛
暑
の
お
り
、
皆
さ
ま
体
調
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
水
分
の
ほ
か
に
塩
分
、

そ
し
て
適
切
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
目
玉
の
一
つ
は
、
大
字
江
迎

地
区
の
区
長
さ
ん
た
ち
と
水
害
対
策
と

幹
線
水
路
の
管
理
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
な
っ
た
こ
と
で
す
。
区
長
さ
ん
た

ち
の
率
直
な
ご
意
見
に
、
自
分
た
ち
の

地
区
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
真
剣
な
気
概
を
感
じ
、
尊
敬

の
念
を
持
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
目
線
で
の
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
高
覧

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
大
川
徹
）

あ
と
が
き

　クワガタSHOP「カブンクワ」です。世界のクワガタ、
カブトムシを上峰町にて繁殖、飼育、販売をしております。
カブトムシの王様ヘラクレスオオカブト、クワガタ世界
最長を誇るギラファノコギリクワガタ、宝石のような輝
きを放つニジイロクワガタ等、様々な昆虫達を揃えてお
ります。皆様に昆虫の魅力を感じていただきたい、また
お子様が昆虫と触れ合うことで命について考えるきっかけになればと日々営業しておりま
す。卵→幼虫→サナギ→成虫と段階を踏んで育てる楽しさは想像以上にワクワク感があり、
是非皆さまにも体験していただきたいところです。「産卵とか難しそう…」と思う方も多い
とは思いますが、コツさえ掴めば意外と簡単だったりします。産卵方法等はお気軽に聞い

ていただければと思います。成虫まで育てた
時の感動はひとしおです。
　クワガタ・カブトムシというと夏だけのイ
メージがありますが、実は世界には四季の概
念がない国もあり、一年を通して活動する種
類も存在します。夏はもちろん、それ以外の
季節でも世界のカブクワ達とともに皆様のご
来店をお待ちしております。是非お気軽に遊
びにお越しください。
　連絡先：盛口美楽
　TEL：０9０-5298-99７３

店探訪

議会を傍聴して
みませんか

　毎回、町民の皆さまに議会を傍
聴していただき、ありがとうござ
います。
　次回の定例会の会期は、未定で
す。日程が決まり次第、ホーム
ページにてお知らせします。

「クワガタSHOP
　           カブンクワ」

ふるさと！

タランドゥスツヤクワガタタランドゥスツヤクワガタ

ヘラクレスオオカブトヘラクレスオオカブト
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